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◆
青
森
地
区
電
友
会

県
内
に
2
5
0
0
本
以
上
あ
る
巨
樹
・
古
木
の
中
か

ら
樹
齢
1
0
0
0
年
、
7
0
0
年
を
超
え
る
イ
チ
ョ

ウ
・
ヒ
バ
・
サ
ク
ラ
や
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
ご
神

木
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
2
5
名
の
参
加
者
は
、
熱
心

に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

青
森
地
区
電
友
会
で
は
、
9
月
2
8
日
、
青
森
市
中

央
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
「
青
森
地
区
電
友
会
文
化
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
の
講
演
は
、
N
T

T
青
森
支
店
長
小
森
俊
英
様
に
よ
る
　
「
N
T
T
東
日

本
の
災
害
対
策
と
今
年
の
青
森
支
店
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
　
で
す
。
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
雷
∵
台

風
1
0
号
の
大
雨
な
ど
に
対
す
る
N
T
T
の
災
害
対
策

の
取
り
組
み
、
青
森
県
ユ
ビ
キ
タ
ス
出
前
授
業
・
東

北
六
魂
祭
二
青
森
ね
ぶ
た
ま
つ
り
な
ど
で
の
青
森
支

店
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
の
講
演

は
、
青
森
県
樹
木
医
会
事
務
局
長
斎
藤
嘉
次
雄
様
に

ょ
る
「
青
森
県
の
巨
樹
・
古
木
を
訪
ね
て
」
　
で
す
。

◆
弘
前
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
日
日
平
成
2
8
年
度
定
期
総
会
を
市
内
土
手
町

の
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
会
員
3
8
名
、
来
賓
4
名
、
N
T
T
事
務

局
1
名
、
計
4
3
名
の
出
席
を
得
て
開
催
。
総
会
の
冒

頭
三
上
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
最
初
に
昨
年
度

亡
く
な
ら
れ
た
3
名
の
方
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
島

津
会
長
か
ら
開
催
に
あ
た
り
、
会
議
の
成
立
宣
言
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
電
友
会
青
森
支
部
館
山
事
務
局
長
は

じ
め
N
T
T
弘
前
会
津
支
店
長
、
N
T
T
労
組
弘
前

地
区
連
絡
会
工
藤
会
長
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会

弘
前
地
区
協
議
会
松
木
副
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

議
長
に
小
山
内
川
平
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に
臨
み

ま
し
た
。

議
事
は
出
席
者
の
協
力
で
円
滑
に
進
行
し
て
、
平

成
2
7
年
度
一
般
経
過
報
告
の
中
、
会
員
の
拡
大
に
つ

い
て
は
東
北
地
方
本
部
新
規
拡
大
施
策
と
し
て
新
入

会
員
に
対
し
て
ク
オ
カ
ー
ド
2
0
0
0
円
贈
呈
す
る

こ
と
に
な
り
1
2
名
の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
に
発
拝
し
た
熊
本
地
震
に
つ
い
て
は

義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
1
万
6
2
8
2

円
の
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

早
速
、
そ
の
場
に
て
来
賓
の
支
部
館
山
事
務
局
長

に
被
災
さ
れ
た
方
へ
送
金
依
頼
と
し
た
。

そ
の
後
、
施
策
の
提
案
を
含
む
議
案
す
べ
て
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
会
員
交
流
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
支
部
舘
山
事
務
局

長
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
福
嶋
理
事
、
成
田

監
事
の
進
行
で
抽
選
会
が
順
次
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
弘
前
地
区
電
友
会
長
老
の
百
澤
昭
一
様
か

ら
締
め
の
乾
杯
を
い
た
だ
い
て
来
年
度
総
会
時
の
再

会
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

4
月
1
3
日
理
事
会
の
議
題
に
文
化
講
演
会
の
テ
ー

マ
選
完
を
「
災
害
対
策
の
語
り
部
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

翌
日
に
熊
本
地
震
が
報
道
さ
れ
た
の
に
は
ま
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
自
然
災
害
は
予
告
な
し
で
起
き
る
と

先
人
の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
な
お
さ
ら
の
こ

と
、
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
「
防
災
対
策
」
　
の
心
得
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が
必
要
で
は
な
い
か
と
、
長
年
に
渡
っ
て
防
災
に
携

わ
っ
て
き
た
青
森
県
防
災
士
会
理
事
内
山
清
栄
様
に

「
防
災
対
策
」
と
し
て
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
お
願
い

し
た
最
も
な
要
因
で
あ
り
ま
し
た
。

5
月
2
5
日
弘
前
市
民
会
館
に
於
い
て
2
7
名
の
会
員

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
・
演
題

N
T
T
弘
前
支
店
長

会
津
　
義
忠
様

「
情
報
通
信
の
現
状
」
　
に
つ
い
て

青
森
県
防
災
士
会
理
事

青
森
県
防
災
士
会
弘
前
支
部
研
修
委
局
長

内
山
　
清
栄
様
．

「
防
災
対
策
」
　
に
つ
い
て

旧
災
害
と
は
　
刷
地
震
防
災
対
処

㈱
自
然
災
害
　
㈱
避
難
・
避
難
所
生
活

㈱
防
災
用
品

以
上
の
テ
ー
マ
で
、
各
講
師
の
方
々
が
熱
弁
を
振

る
わ
れ
、
参
加
者
一
同
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

内
山
清
栄
樵
は
、
非
営
利
活
動
法
人
防
災
士
会
（
平

成
1
8
年
発
足
）
　
に
入
会
し
、
市
町
村
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
「
避
難
所
開
設
等
の
指
導
と
支
援
」
、
「
防
災

教
室
の
講
師
」
を
地
域
防
災
活
動
の
領
域
で
貢
献
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
弘
前
地
区
電
友
会

会
員
で
も
あ
っ
て
、
「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

賞
東
北
地
方
本
部
長
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

◎
電
信
電
話
記
念
日
N
T
T
退
職
者
祝
賀
会
開
催

平
成
2
7
年
1
0
月
2
3
日
、
ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
退
職
者
1
0
2
名
を
始
め
、
来
賓
及
び

N
T
T
幹
部
等
計
1
1
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
合
司
会
は
退
職
者
の
会
加
藤
博
次
さ
ん
が
務
め

最
初
に
弘
前
地
区
退
職
者
の
会
田
口
会
長
の
主
催
者

側
代
表
の
挨
拶
、
引
き
続
き
N
T
T
弘
前
支
店
会
津

支
店
長
の
挨
拶
、
そ
の
後
黒
石
退
職
者
の
会
大
平
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
和
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
参
加
者
同
士
旧
交
を
温
め
あ
い
、
余

興
は
田
澤
妙
さ
ん
に
よ
る
自
慢
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン

ス
の
披
露
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
時
間
の
経

過
を
惜
し
む
程
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
好
評
の
抽
選
会
　
（
N
T
T
・
N
T
T
グ

ル
ー
プ
企
業
・
N
T
T
労
組
提
供
の
各
賞
品
あ
り
）

が
始
ま
り
、
当
選
者
が
呼
び
上
げ
ら
れ
る
度
に
、
あ

ち
こ
ち
で
歓
声
や
た
め
息
が
？
出
る
な
ど
楽
し
い
1

日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
事
に
N
T
T
を
は
じ
め

関
係
機
関
等
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
も
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
お
互
い
に
誓
い

合
い
な
が
ら
、
弘
前
地
区
電
友
会
島
津
会
長
の
乾
杯

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
友
の
会

定
例
会
の
開
催
が
2
8
年
度
通
算
第
2
8
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

相
月
8
日
に
会
員
1
3
名
の
参
加
で
祁
回
目
の
開
催

予
定
が
当
日
朝
か
ら
の
雨
天
に
よ
り
や
む
な
く
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

過
去
2
7
回
の
定
例
会
は
、
少
々
の
降
り
か
た
の
た

め
実
施
は
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
降
り
か
た
は

尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
〝
う
～
ん
、
残
念
無
念
〃

と
参
加
者
の
た
め
息
。

そ
ん
な
中
、
要
望
も
あ
っ
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

ク
ロ
ス
す
る
前
に
是
非
開
催
し
ま
し
ょ
う
と
1
0
月
1
6

日
に
予
定
を
組
み
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
ど
う
な
る
か
。

な
お
、
3
回
（
年
4
回
開
催
）
　
の
結
果

第
2
5
回

優
勝
　
江
刺
家
　
操
　
　
獲
優
勝
　
神
　
　
正
明

第
2
6
回

優
勝
　
江
刺
家
　
操
　
　
準
優
勝
　
三
上
　
完
勝

第
2
7
回

優
勝
　
豊
沢
　
昭
雄
　
　
準
優
勝
　
白
戸
　
　
猛

北
国
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
ク
ロ
ス
す
る
の
は
日

月
中
旬
の
予
定
で
す
が
、
降
雪
な
る
か
な
ら
な
い
か

で
変
わ
り
ま
す
。

当
サ
ー
ク
ル
活
動
の
冬
期
間
は
熊
と
同
じ
く
し
て

冬
眠
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
に

変
わ
っ
て
ス
コ
ッ
プ
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

ク
ロ
ス
す
る
ま
で
は
ク
ラ
ブ
を
放
し
ま
せ
ん
。


